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第
十
四
回

文
化
祭
報
告
書

第
十
四
回
文
化
祭
が
盛
会
裡
に
三
三
．
い
た
し
ま
し
た
こ
と
は
、
こ

れ
全
く
村
民
の
皆
様
が
、
公
民
館
を
申
心
に
御
協
力
下
さ
い
ま
し

た
賜
で
あ
り
ま
し
て
、
深
謝
申
し
ま
す
。

特
に
各
学
校
を
文
化
祭
行
事
の
だ
め
に
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
ま

た
、
体
育
行
事
や
作
品
展
に
も
参
日
頃
て
い
た
だ
き
、
そ
の
他
一

般
村
民
の
体
育
行
事
の
指
導
に
ま
で
当
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
こ
と

は
、
感
謝
の
外
な
く
、
．
警
察
の
方
や
農
協
の
方
々
の
絶
犬
な
る
御

協
力
に
対
し
ま
し
て
も
只
々
感
激
そ
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
本
村

最
高
最
美
の
行
事
で
あ
る
文
化
祭
の
了
り
ま
す
に
当
り
厚
く
御
礼

申
し
ま
す
。

部
落
文
化
祭
綜
合
審
査

各
公
民
館
分
館
の
主
催
さ
れ
ま
上
に
も
経
済
的
に
も
幾
多
の
困

し
た
部
落
文
化
祭
の
綜
合
審
査
．
難
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

の
御
報
告
を
申
上
げ
ま
す
。
　
　
審
査
に
当
り
ま
し
て
は
其
れ
ら

今
年
は
春
の
霜
害
に
重
ね
て
数
｝
の
困
難
を
乗
り
切
っ
て
の
文
化

回
に
渉
る
台
風
殊
に
十
月
の
集
．
活
動
や
生
産
品
、
手
芸
品
、
農

中
豪
雨
に
非
常
な
災
害
を
受
け
業
経
営
改
善
の
た
め
の
諸
行
事

ま
し
て
農
産
品
の
出
品
に
は
ま
等
を
感
激
の
中
に
拝
見
さ
し
て

こ
と
に
御
困
り
に
な
っ
た
こ
と
戴
い
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
審

と
存
じ
ま
す
。
又
農
業
の
経
営
査
の
眼
目
と
致
し
ま
し
て
は
村

　
　
O
口
0
一
置
賜
■
鵬
一
巳
餉
騨
■
暉
幽
聖
■
画
●
●
願
一
騨
■
口
口
■
●
コ
■
働
闘
圏
幽
■
●
薗
0
隔
●
繭
●
■
●
●

本村第一をほこる坪谷公民館が竣工しました。

工費250万円をかけた立派なものです。この公民館

を申心に坪谷地区の今後の発展が期待されます。

す
べ
て
の
行
事
成
績
を
図
表
等

で
表
わ
し
公
民
館
を
ま
と
ま
っ

た
立
派
な
祭
場
と
し
て
施
設
し

て
戴
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

御
奮
斗
ざ
れ
た
分
館
の
中
か
ら

優
秀
賞
分
館
と
し
て
2
分
館
、

優
良
賞
4
分
館
を
御
推
せ
ん
申

上
げ
ま
し
た
后
刻
表
彰
あ
る
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

ま
こ
と
に
言
葉
た
ら
ず
で
要
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
が
以
上
で
報

告
を
終
り
ま
す
。

　
昭
和
三
十
五
年
度

　
優
良
健
康
家
嘘
表
彰
者

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃福〃〃〃〃〃〃〃〃〃寺

上

が
打
出
し
て
居
り
ま
す
、

本
村
の
申
心
施
策
で
あ
る
畜
産

と
果
樹
を
主
軸
と
し
た
農
業
経

営
の
確
立
、
林
業
の
振
興
、
農

業
経
営
の
合
理
化
、
生
活
の
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

善
等
、
本
村
文
化
の
向
上
を
ね
・

ら
っ
た
考
え
方
を
基
礎
と
し
て

行
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

各
公
民
館
と
も
農
産
品
に
は
両

上
の
色
は
見
出
す
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
所
得
の
増

加
を
ね
ら
っ
た
経
営
へ
の
意
慾

が
現
わ
れ
て
来
た
こ
と
は
好
ま

し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
各
部
落
に
畜
産
品
評
会

の
開
催
、
多
収
穫
品
評
会
の
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
田

催
、
部
落
内
経
済
内
容
の
実
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

調
査
等
が
図
表
等
に
表
わ
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

て
い
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

又
手
芸
に
致
し
ま
し
て
も
芸
術
”

的
色
彩
か
ら
実
用
的
な
手
芸
に
　
”

移
行
し
つ
つ
変
っ
て
来
た
こ
と
迫
の
内

も
時
勢
感
覚
の
現
わ
れ
か
と
存
八
重
嵩

じ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
”

尚
体
位
向
上
と
親
睦
ゆ
う
和
の
　
田
　
野

た
め
に
諸
運
動
会
、
競
技
会
の
羽
坂

開
催
が
各
部
落
に
取
り
入
れ
ら
坪
　
直

れ
村
を
上
げ
て
の
行
事
と
な
つ
　
〃

て
来
た
こ
と
は
特
に
喜
ば
し
く
　
”

感
じ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
”

立
派
な
分
館
活
動
に
な
お
慾
を
　
〃

申
上
げ
ま
す
な
ら
ば
文
化
祭
場
仲
　
深

に
出
品
物
と
共
に
色
々
な
行
事
越
　
表

や
、
部
落
や
公
民
館
が
行
っ
た
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
（
団
体
）
　
～

一
位
　
東
郷
申
A
チ
ー
タ

ニ
位
　
〃
C
チ
ー
ム

三
位
　
　
〃
　
D
チ
ー
ム

　
（
個
人
）

一
位
　
山
田
栄
子
（
東
霞
）

二
位
　
田
中
美
津
子
（
東
中
）

三
位
」
初
田
幸
子
（
東
申
）

年
令
別
継
走

男
子

優
勝
　
鶴
…
野
内
チ
ー
ム

ニ
位
羽
坂
チ
ー
ム

三
位
　
仲
深
チ
；
ム

女
子

．
優
勝
　
鶴
野
内
チ
ー
ム

ニ
位
　
八
重
原
チ
ー
ム

三
位
　
仲
深
チ
ー
ム

一
般
排
球

男
子

優
勝
迫
野
内
チ
ー
ム

、

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃越
表
．

下
渡
川

〃　
表

交
化
祭

優
秀

優
良

．菊橋高矢矢矢失那山千河澄池田平寺鈴長黒高1高海長川黒物田引田町直橋高志黒植黒橋黒高鶴

1端口見野正野野寄本田野高田中野原木田木尾尾野地引木林中中木野口野田木野木口木瀬田

1勝見初清ミ　節勘キ利八為綾ハセキ民サ友喜　タ松弥チ　ニ　ユ和専春和モ和　一秋安
細夫栄水芽賭瞬市＋市隠。ζ琵。治平篤。治齢酷盛一市松鍼市渡二三治
一r■一》、一》「一「》【旧8一い■■■げv 一b，

彰
　甲山佐上山石山大明染河藤江中
者斐床采原細里木理説本川森

　温湯ハ通義辰修フ林太　清豊
　　太ル　　　　ジ
　男草亀義元雄吉子治作伝一二昇

　
　
　
仲
深
、
迫
野
内
公
民
館

　
　
　
坪
谷
、
羽
坂
、
八
重
原

　
公
民
館
　
　
　
　
　
　
・

教
育
功
労
者

浜
本
東
海
夫
（
東
小
）
上
園
美

智
子
（
福
小
）
矢
野
フ
ジ
エ

（
坪
小
）
長
渡
ヨ
シ
子
（
寺
小
）

社
会
教
育
功
労
者

三
浦
治
郎
吉
、
塩
且
み
ど
り

普
行
児
童

黒
木
八
千
代
（
東
小
）
佐
藤
和

子
（
東
小
）

優
良
グ
ル
ー
プ

尾
鈴
懸
農
グ
ル
ー
プ
（
坪
谷
）

下
村
畜
産
グ
ル
ー
プ
（
福
瀬
）

赤
ち
ゃ
ん
コ
ン
タ
ー
ル

一
位
　
都
甲
裕
次
・
（
小
野
田
）

　
黒
木
真
紀
代
（
仲
深
）

二
位
松
尾
大
志
（
迫
野
内
）

　
黒
田
郷
子
（
小
野
田
）

三
位
　
高
見
保
生
（
仲
深
）
橋

　
口
富
美
江
（
寺
迫
）

木
炭

　　　　　　　　　ヨ　ヒ　　や　ゴソ　　　　　　コ　　　　　　　　　ドざ　　ロ　リ　ロ　　　ロ

本村農業の近代化を推進する資金とな

　る農協貯金に三九しましよう

　目標額3，500万円は是が非でも完遂し

　ましよう

　　　　　　　Aρ■■圏賦
優
等
　
鶴
田
美
貯
（
迫
野
内
）

　
黒
木
実
（
福
山
〉

一
等
　
黒
木
国
作
（
追
野
内
）

　
歌
津
博
（
迫
野
内
）
糸
平
明

　
（
福
野
）

二
等
寺
田
隆
（
仲
深
）
佐
藤

　
惣
吉
（
迫
野
内
〉
酒
井
兼
吉

．
（
仲
深
）
平
野
梅
治
（
三
瀬
）

畜
蔵

優
等
　
今
村
重
信
（
鶴
野
内
）

一
等
　
寺
凪
万
次
郎
（
羽
坂
）

　
佐
藤
新
市
（
迫
野
内
）

二
等
　
黒
木
万
（
迫
野
内
）
平

　
塚
宇
太
郎
（
坪
谷
）
奈
須
松

　
太
郎
（
羽
坂
）
三
浦
旭
（
仲

　
深
）
松
尾
丑
男
（
迫
野
内
）

青
年
駅
伝

優
勝
迫
野
内
チ
ー
ム

ニ
位
　
仙
旺
深
チ
ー
ム

三
位
　
越
表
チ
ー
ム

一
一

水牧

中にありて黄菊は霜に強からし

さかり過ぐと小菊のはたけに

中
田
生
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

一
位
東
郷
チ
ー
ム

，
二
位
　
越
表
手
ー
ム

三
位
　
坪
谷
チ
ー
ム

　
（
個
人
）

五四三ニ即
位位位等位

藤
本
典
男
（
越
表
）

甲
斐
新
三
郎
（
東
郷
）

前
田
光
義
（
東
郷
）

三
浦
孝
司
（
坪
谷
）
・

浜
地
喜
美
男
（
東
郷
）

小
学
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優
　
勝
東
小
A
チ
r
ム

准
優
勝
東
小
B
チ
ー
ム

珠
算
小
学
校

へ
団
体
）

一
位
　
坪
谷
小
A
チ
ー
ム

ニ
位
寺
回
折
A
チ
ー
ム

三
位
　
東
郷
小
A
チ
ー
ム

（
個
人
）

一
位
奈
須
美
鈴
（
卑
小
）

二
位
中
野
定
司
（
坪
小
）

三
位
　
三
浦
喜
和
美
（
三
一
）

申
学
校

三二優女三二
位位勝子位位

坪
谷
チ
：
ム

鶴
野
内
チ
ー
ム

坪
谷
チ
ー
ム
，

迫
野
内
チ
ー
ム

東
郷
中
A
チ
ー
ム

、

宕

十
二
月
は
．
固
定
産
税
第
三
期
の
納

期
で
す
お
忘
れ
な
く
。

な
お
十
・
二
月
二
五
、
二
六
、
二
七

の
コ
、
一
日
間
年
末
一
斉
徴
収
を
い
た

し
ま
す
絶
大
な
御
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
　
　
　
・

国
民
年
金
法
は

　
　
　
ど
う
改
正
さ
れ
た
か

　
今
回
の
改
正
は
こ
の
制
度
に
お
．

　
け
る
懸
案
の
う
ち
急
を
要
す
る

　
も
の
を
．
一
応
解
決
し
こ
の
制
度

　
を
更
に
充
実
前
進
さ
せ
る
た
め

　
の
地
固
め
を
し
た
こ
と
で
あ
り

～
　
ま
す
。

　
従
っ
て
こ
の
改
正
案
を
審
議
し

　
た
参
議
院
社
会
労
働
委
員
会
は

　
今
後
の
問
題
と
し
て
政
府
に
対

　
し
改
正
案
に
対
す
る
十
三
項
目

　
に
亘
る
附
帯
決
議
を
行
ひ
。
す

　
み
や
か
に
検
討
す
る
よ
う
要
求

　
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
附
帯
決
議
を
二
、
三
拾
つ

　
て
み
ま
す
と

　
一
、
各
年
金
の
年
金
額
を
大
幅

　
　
に
引
上
げ
る
こ
と
。

　
二
、
大
巾
な
国
庫
支
出
を
行
う

　
　
．
こ
と
。

　
三
、
夫
婦
と
も
福
祉
年
金
を
受

　
　
、
け
る
場
合
の
減
額
制
度
を
廃

　
　
止
す
る
ζ
と
。

　
四
、
内
科
疾
患
に
基
づ
く
障
害

　
　
に
対
し
て
も
障
害
年
金
。
障

　
　
害
福
祉
年
金
を
支
給
す
る
こ

　
　
と
。

　
等
で
あ
り
ま
す
が
。
、
国
民
年
金

　
制
度
は
今
後
益
々
強
固
な
も
の

　
に
し
我
が
国
の
所
得
保
障
の
分

　
野
に
お
け
る
中
核
体
と
し
て
人

　
の
一
生
に
例
へ
ど
の
よ
う
な
こ

　
と
が
お
こ
っ
て
も
年
金
の
お
か

　
げ
で
安
心
し
て
暮
せ
る
だ
け
の

　
立
派
な
も
の
に
整
備
さ
れ
る
も

　
の
を
確
信
し
て
い
る
の
で
あ
り

　
ま
す
。

　
さ
て
今
回
の
改
正
で
は
ど
の
よ

　
’
う
な
こ
と
が
改
．
正
さ
れ
た
か
。

　
十
三
項
目
の
改
正
点
の
内
今
回

　
は
六
項
目
に
つ
い
て
簡
単
に
説
，

1四三ニー
1　　、　　、　　、　　、

正
月
は
新
正
月
に
い
た
し
ま
し
よ
う

二
、
年
末
年
始
の
虚
礼
は
や
め
ま
し
よ
う

三
、
年
末
年
始
の
宴
会
は
自
粛
し
ま
し
よ
う

家
族
本
位
の
正
月
と
い
た
し
ま
し
よ
う

明
致
し
ま
す
。

　
繭
、
六
十
才
か
ら
の
繰
上
げ
老

　
令
年
金

老
令
年
金
の
支
給
開
始
年
令
は

六
十
五
才
に
な
っ
て
い
ま
す
が

早
期
受
給
を
希
望
す
る
被
保
険

者
に
は
六
十
才
以
後
は
い
つ
で

も
支
給
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
但
し
こ
の
場
合
は
当
然
支

給
開
始
時
の
年
令
に
応
じ
幾
分

減
額
さ
れ
た
金
額
と
な
る
。

、
二
、
像
険
科
免
除
者
の
た
め
の

　
特
昇
年
盆

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
」
が
で
き

・
な
く
て
長
い
期
間
保
険
料
の
免

除
を
受
け
た
人
で
も
六
十
五
才

か
ら
七
十
才
ま
で
特
例
の
老
令

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
即
ち

一
年
や
二
年
で
も
納
付
期
間
が

あ
れ
ば
拠
出
制
の
老
令
年
金
と

同
じ
よ
う
に
五
千
円
以
上
九
千

円
ま
で
の
年
金
が
支
給
さ
れ
る

の
で
す
。

三
、
新
に
準
母
子
（
福
祉
）
年

　
金

ど
う
い
う
の
が
準
母
子
世
帯
か

と
言
ひ
ま
す
と
。

1
祖
父
が
死
亡
し
た
場
合
に
そ

　
の
妻
で
あ
る
祖
母
が
孫
と
生

　
計
を
同
じ
ぐ
し
て
い
る
世
帯

2
息
子
が
死
亡
し
た
場
合
に
独

　
身
の
祖
母
が
孫
と
生
計
を
同

　
じ
く
し
て
い
る
世
帯
。

3
夫
が
死
亡
し
た
場
合
に
そ
の

　
妻
で
あ
る
姉
が
自
分
の
弟
妹

　
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る

　
世
帯
。

4
父
が
死
亡
し
た
場
合
に
そ
の

　
子
で
あ
る
独
身
の
姉
が
自
分

　
の
弟
妹
と
生
計
を
同
じ
く
し

　
て
い
る
世
帯
。

ま
だ
他
に
例
が
あ
り
ま
す
が
こ

の
場
合
拠
出
制
の
準
母
子
年
金

と
。
準
母
子
福
祉
年
金
と
が
あ
．

り
。
前
者
は
保
険
料
納
付
済
期

間
に
よ
っ
て
。
年
金
額
が
違
う

が
後
者
は
保
険
料
の
納
付
期
間

を
問
わ
ず
。
基
本
額
一
万
二
千

円
に
子
供
二
人
目
か
ら
一
人
に

つ
き
二
千
四
百
円
を
加
算
し
た

　　　　鬼’　　噛，　「　　畑　一【　’酔
A　　　F4噛

も
の
が
支
給
さ
れ
る
。

四
弱
髭
飼
桶
世
運

　
間

障
害
年
金
。
母
子
年
金
。
準
母

子
年
金
。
遺
児
年
金
の
そ
れ
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

れ
に
つ
い
て
事
故
が
発
生
し
た

月
の
前
の
一
番
近
い
基
準
月
の

前
月
ま
で
。
引
き
つ
づ
き
一
年

騨
獣
紅
磯
翻
餓
惚

れ
ら
の
年
金
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
。
従
っ
て
免
除
期
間

が
あ
っ
て
も
い
け
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
。
免
除
を
受

け
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
別
途

補
講
的
福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

五
、
か
け
捨
て
防
止
の
死
亡
一

　
時
盒
　
　
　
　
　
　
　
・

死
亡
一
時
金
は
被
保
険
者
の
死
．

亡
に
際
し
て
遺
族
に
支
給
す
る

葬
式
費
的
な
も
の
で
あ
り
ま
す

が
、
保
険
料
を
三
年
以
上
納
め

た
人
が
死
亡
し
た
と
き
に
皮
給

さ
れ
ま
す
。
支
給
ざ
れ
る
遣
族

の
範
囲
は
配
偶
者
。
子
。
父
母

孫
。
祖
父
母
。
兄
弟
姉
妹
の
順

に
な
っ
て
お
り
。
死
亡
し
た
人
・

の
死
亡
の
当
時
そ
の
人
と
生
計

を
伺
じ
く
し
て
い
た
者
に
限
ち

れ
保
険
料
の
納
付
期
商
に
応
じ

て
五
千
円
か
ら
無
万
二
千
円
が

支
給
き
れ
ま
す
。

六
～
末
重
給
年
糞
の
一
月
月
一

　
の
拡
大
，

死
亡
し
た
受
給
権
者
が
生
前
受

け
る
べ
き
時
期
の
き
て
い
る
年

金
を
支
給
受
け
ず
に
死
亡
し
た

場
合
は
。
そ
の
遺
族
が
請
求
し

て
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
が

そ
の
範
囲
は
配
偶
者
。
子
。
父

母
。
孫
。
祖
父
母
。
兄
弟
姉
妹

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
但
レ

こ
の
場
合
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
。
拠
出
制
年
金

の
場
合
は
こ
の
請
求
の
時
効
期

間
は
五
年
あ
り
又
受
給
権
者
が

死
亡
前
裁
定
請
求
も
せ
ず
死
亡

し
た
場
合
も
遺
族
が
自
己
の
名

で
裁
定
請
求
が
で
き
る
の
に
対

し
。
福
祉
年
金
は
。
受
給
獅
、

が
死
亡
し
て
か
ら
起
算
レ
て
園

圃
韻
幾
糠
㌦
轟
瀧

者
が
裁
定
請
求
を
せ
ず
死
亡
し
・

た
場
合
は
そ
の
遺
族
は
、
も
は
・

紳
蝶
蟹
な
い
．
と
に
な
つ
…
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申
　
　
　
　
鴨
　
「
ミ

＝
　
“
篤
さ
　
　
　
　
」
　
　
7
　
＾
　
臼
薫
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
亭
馬
団
彗

7

な
工
▼
　
　
　
　
㌦

罰

閥

、

　
　
　
　
　
　
　
＝

　
人
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
の

　
で
、
男
子
成
人
教
育
を
要
望

　
し
強
力
な
働
き
か
け
を
し
て

　
い
る
。

　
　
各
県
と
も
「
子
供
会
」
　
「

※　
　
親
子
会
」
、
と
い
っ
た
形

　
　
で
グ
ル
ー
プ
が
組
織
さ
れ

　
　
て
い
て
、
こ
れ
に
対
し
直

　
　
接
補
導
の
任
に
当
り
、
相

　
　
談
役
と
な
っ
て
い
る
よ
う

　
　
で
あ
る
。

弟

、

’

・

（2）昭和36年12月15日発行報寸ネ阿東（第122号）

九
州
婦
人
大
会
に
参
加
し
て

十
月
三
日
四
日
、
鹿
児
島
県
の

指
宿
市
で
、
第
十
三
回
九
州
地

区
婦
人
大
会
が
開
催
さ
れ
、
宮

崎
県
か
ら
も
五
十
六
名
の
市
町

村
会
長
が
出
席
し
、
私
も
そ
の

一
員
と
し
て
参
加
い
た
し
ま
し

た
。

第
一
日
目
は
試
演
「
N
H
K
ニ

ュ
ー
ス
解
説
員
、
松
宮
克
弥

氏
」
、
研
究
発
表
「
佐
賀
、
熊

本
、
鹿
児
島
各
県
代
表
」
と
、

分
科
会
で
し
た
。
こ
の
申
分
科

会
の
内
容
に
つ
い
て
要
点
だ
け

を
記
し
ま
す
。

糖
一
分
科
会
「
婦
人
会
は
地
域

を
明
る
く
す
る
た
め
に
政
治
を

ど
の
よ
う
に
活
用
し
た
ら
よ
い

か
。e

公
明
選
挙
に
つ
い
て

1
学
習
の
中
に
選
管
の
話
し
合

い
を
利
用
し
意
義
を
深
め
る
べ

き
で
あ
る
。

2
選
挙
当
時
の
み
で
な
く
常
時

各
種
団
体
と
の
連
繋
を
も
つ
て

運
動
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

⇔
婦
人
議
員
及
び
各
種
委
員
に

つ
い
て

1
婦
人
の
課
題
と
し
て
、
又
今

後
の
婦
人
の
政
治
に
対
す
る
関

心
を
高
め
る
意
味
に
お
い
て
も

各
議
員
に
多
く
の
婦
人
を
送
ら

ね
ば
い
け
な
い
。
け
れ
ど
実
態

は
多
く
の
困
難
点
を
も
つ
て
い

る
。◇

婦
人
自
体
が
婦
人
選
出
に
反

対
す
る
。

◇
前
夜
で
選
挙
状
態
が
ひ
っ
く

り
か
え
る
。
等
々

⇔
学
習
活
動

1
婦
人
学
級
や
そ
の
他
の
学
習

計
画
の
中
に
政
治
に
関
す
る
内

村
婦
協
長
塩
月
み
ど

容
を
も
つ
と
多
く
取
り
入
れ
て

ゆ
く
。

2
一
人
目
人
が
日
常
生
活
を
よ

く
み
つ
め
、
政
治
と
の
関
連
を

考
え
つ
つ
常
時
学
習
し
、
研
究

を
推
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

◇
市
町
村
議
会
の
見
学
、
市
町

村
長
の
施
政
方
針
と
そ
の
実
際

を
聞
く
。

3
政
治
と
生
活
を
直
結
さ
せ
、

家
庭
経
済
の
向
上
を
計
る
。

第
二
分
目
会
「
会
員
の
家
庭
経

済
を
明
る
く
す
る
た
め
に
婦
人

は
、
ど
の
よ
う
に
活
動
す
べ
き

か
」e

消
費
生
活
面
の
活
動

1
家
庭
経
済
を
明
る
く
す
る
た

め
に
、
主
婦
が
財
布
を
に
ぎ
る

そ
の
手
段
と
し
て

◇
家
計
簿
を
記
帳
す
る
。

◇
物
価
の
認
識
を
深
め
、
社
会

の
経
済
変
動
を
具
体
的
に
知
る

⇔
生
活
面
の
活
動
に
つ
い
て

農
基
法
が
制
定
さ
れ
た
が
、
問

題
は
こ
れ
に
よ
っ
て
農
家
の
経

済
が
「
ど
う
な
る
か
」
、
で
は

な
く
て
農
家
の
経
済
を
豊
か
に

す
る
た
め
に
は
、
今
後
「
ど
う

す
べ
き
で
あ
る
か
」
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
研
究
努
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

1
家
の
経
済
を
豊
か
に
す
る
た

め
に
十
一
的
に
生
産
問
題
に
つ

い
て
研
究
努
力
す
べ
き
で
あ
る

2
生
産
活
動
は
地
域
市
町
村
農

協
な
ど
と
経
済
自
立
化
運
動
に

つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
た
い
。

◇
生
産
面
の
学
習
と
し
て
は
、

養
豚
、
養
鶏
、
家
庭
、
菜
園
、

果
樹
、
園
芸
、
輸
出
向
編
物
な

ど◇
生
活
面
の
学
習
は
、
因
習
眠

り

破
、
行
事
の
簡
素
化
な
ど

◇
合
理
化
面
で
は
、
我
か
家
の

生
活
を
反
省
し
、
科
学
化
す
る

こ
と

第
三
分
科
会
「
青
少
年
を
健
全

育
成
の
た
め
に
は
婦
人
会
は
ど

の
よ
う
に
活
動
し
た
ら
よ
い

か
」

各
県
と
も
青
少
年
の
不
良
化
か

激
増
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
主
な
原
因
は
、
消
費
ブ
ー

ム
に
そ
そ
ら
れ
た
消
費
欲
か
ら

の
、
せ
つ
盗
、
非
道
徳
な
社
会

悪
へ
の
誘
惑
に
よ
る
性
的
非
行

暴
力
行
為
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ

は
単
な
る
呼
び
か
け
や
規
則
で

解
決
す
る
も
の
で
な
く
、
青
少

年
自
身
の
自
覚
と
、
家
庭
、
社

会
の
自
覚
と
強
力
な
青
少
年
育

成
へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け
が

必
要
で
あ
る
。
故
に
婦
人
が
も

っ
と
大
き
な
役
割
と
家
庭
教
育

の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
、
次
の

よ
う
な
具
体
例
が
各
県
か
ら
発

墨
さ
れ
た
。

◇
婦
人
会
の
例
会
で
必
ず
青
少

　
年
問
題
に
つ
い
て
連
絡
を
し

　
あ
っ
て
検
討
し
て
い
る
。

◇
父
母
揃
っ
て
読
書
グ
ル
ー
プ

　
を
作
っ
て
青
少
年
問
題
に
つ

　
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め

　
読
書
を
な
し
、
読
後
の
感
想

　
を
話
し
合
う
。

◇
婦
人
学
級
な
ど
で
「
青
少
年

　
問
題
」
「
子
供
の
し
つ
け
」

　
な
ど
の
研
究
を
深
め
る
。

◇
町
村
の
末
端
ま
で
親
子
会
を

　
結
成
し
て
両
親
と
も
出
席
し

　
楽
し
い
集
い
の
中
に
子
供
ら

　
を
知
り
、
そ
し
て
こ
れ
を
善

　
窪
し
て
い
る
。

◇
青
少
年
健
全
育
成
は
男
子
成

◇
躾
は
家
庭
教
育
が
大
部
分
、

　
そ
の
責
任
を
負
う
べ
き
だ
と

　
さ
れ
て
い
る
の
で
、
家
庭
に

　
も
っ
と
宗
教
的
雰
囲
気
が
望

　
ま
し
い
。

◇
部
落
ぐ
る
み
の
指
導
体
制
を

　
整
え
、
我
が
子
を
愛
す
る
気

　
持
で
す
へ
て
の
子
供
を
愛
し

　
導
く
よ
う
に
し
た
い
。
一
寸

　
し
た
事
を
み
て
悪
者
扱
い
に

　
せ
ず
、
そ
の
場
で
温
い
気
持

　
で
へ
だ
て
な
く
導
き
た
い
。

以
上
が
第
一
日
目
の
分
科
会
で

討
議
さ
れ
た
要
点
で
あ
り
ま
す

第
二
日
目
は
、
午
前
中
分
科
会

の
ま
と
め
と
、
全
体
討
議
、
議

題
は
「
婦
人
団
体
と
地
域
活
動
一
を
河
川
か
ら
引
用
す
る
こ
と
が

し
で
し
た
。

全
体
討
議
の
、
婦
人
団
体
の
地

域
活
動
で
は
、

◇
婦
人
団
体
の
地
域
活
動
は
、

　
学
習
と
行
事
と
奉
仕
で
あ
る

　
社
会
教
育
は
奉
仕
活
動
が
大

　
切
で
あ
る
、
然
し
こ
れ
も
経

　
費
の
裏
付
け
が
な
け
れ
ば
、

　
せ
ち
が
ら
い
今
日
で
は
会
員

　
の
活
動
が
思
う
よ
う
に
出
来

　
な
い

◇
男
性
の
理
解
が
必
要
で
あ
る

等
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

最
後
に
ノ
聯
、
ア
メ
リ
カ
に
対

し
て
、
原
水
爆
実
験
を
飲
止
し

て
い
た
だ
く
よ
う
、
九
州
地
区

婦
人
大
会
の
名
に
於
て
決
議
し

そ
の
決
議
書
を
両
国
に
発
送
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

以
上
が
大
会
の
概
要
で
あ
り
ま

す
が
、
県
は
異
っ
て
も
同
じ
主

婦
が
母
親
が
同
じ
問
題
に
取
り

く
ん
で
、
互
に
意
見
を
交
し
て

二
日
間
勉
強
の
出
来
ま
し
た
こ

と
は
ほ
ん
と
う
に
有
意
義
で
あ

っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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農
地
相
麟
其
五

間
　
水
田
の
水
不
足
に
伴
な
い

私
の
田
が
引
水
し
て
い
る
河
川

（
普
通
河
川
）
か
ら
一
米
位
離

れ
た
と
こ
ろ
に
貯
水
池
を
掘
り

そ
こ
か
ら
土
管
で
引
水
す
る
よ

う
工
事
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
で
き
る
と
下
流
の
私
の
田
は

ほ
と
ん
ど
水
が
こ
な
く
な
る
で

し
ょ
う
。
こ
ん
な
こ
と
を
し
て

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
も
と
ど

お
り
す
る
よ
う
に
、
請
求
が
出

来
ま
す
か
。

答
　
川
の
水
を
沿
岸
の
農
家
が

か
ん
が
い
に
利
用
す
る
こ
と
は

昔
か
ら
一
般
に
行
は
れ
て
い
る

慣
習
、
水
を
利
用
し
て
い
る
者

は
、
こ
の
慣
習
に
よ
り
水
利
権

を
も
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ

な
た
は
永
年
に
わ
た
っ
て
、
こ

の
川
の
水
を
利
用
し
て
水
田
を

作
り
周
囲
の
人
々
も
こ
れ
を
当

然
の
権
利
と
し
て
何
の
争
い
も

な
く
す
ご
し
て
い
る
場
合
に
は

あ
な
た
は
水
利
権
を
も
つ
と
云

へ
ま
す
。
も
っ
と
も
、
慣
習
に

よ
る
水
利
用
は
、
合
理
的
な
も

の
で
な
け
れ
ば
、
権
利
と
し
て

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

た
と
へ
ば
、
必
要
以
ヒ
の
水
量

南
叢
墾
藩
謝
脚
莇
ボ
讐

舗
駝
薪
穐
激
臨
耕

園
鎌
釜
難
舗
醤
超
穐
二
期
麗
郊
敵
舌
筋

」
答
　
水
利
権
と
い
う
も
の
は
、

抽
象
的
、
観
念
的
な
権
限
で
は

な
く
て
、
現
実
に
水
を
利
用
す

が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
必
要
量
一
い
っ
て
水
利
権
が
あ
る
と
は
い

の
引
水
に
影
響
し
な
い
の
で
あ
「
え
ま
せ
ん
。

れ
ば
、
た
だ
ち
に
権
利
の
侵
害
　
こ
こ
に
い
う
水
利
権
の
本
質
を

に
な
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
必
「
ど
う
考
え
る
か
に
よ
っ
て
理
由

要
水
蚤
の
引
水
を
妨
げ
る
場
合
一
は
変
っ
て
も
結
論
と
し
て
は
調

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
以
上
は
貯
水
池
の
水
を
こ
の
川

か
ら
取
入
れ
た
も
の
と
し
て
述

べ
ま
し
た
が
、
川
か
ら
一
米
離

れ
た
と
こ
ろ
に
池
を
掘
る
と
川

の
伏
流
水
が
池
に
た
ま
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
か
ら
、
こ
の

伏
流
水
の
取
水
に
よ
っ
て
、
あ
一

な
た
が
必
要
な
水
が
と
れ
な
く

な
る
場
合
に
は
、
同
様
に
水
利
｝

権
の
侵
害
を
裁
判
所
に
訴
へ
る
｛

こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
こ
ろ
が
人
々
が
共
に
水
を
有

効
に
利
用
し
て
い
く
た
め
に
は

お
互
い
が
譲
り
合
い
、
協
力
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
場
合
が
多
い

の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
裁
判

に
持
込
む
前
に
県
の
耕
地
課
や

農
地
二
又
は
農
業
委
員
会
に
調

停
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
が
よ
い

と
思
い
ま
す
。

其
の
六

間
土
は
地
目
は
田
で
す
が
数

十
年
前
か
ら
採
草
地
と
し
て
利

用
し
て
き
た
土
地
を
最
近
開
田

し
て
引
水
路
の
手
入
れ
を
し
馴

し
た
。
と
こ
ろ
が
下
流
の
耕
作

者
は
、
私
に
水
利
権
が
な
い
と

い
っ
て
本
流
と
引
水
路
の
間
を

せ
き
止
め
る
の
で
す
。
こ
の
引

水
路
は
公
図
に
も
書
か
れ
て
い

る
の
で
私
に
も
、
引
水
で
き
る

と
思
い
ま
す
が
。

に
は
水
利
権
の
侵
害
と
し
て
相
利
権
を
主
張
す
る
こ
と
は
む
つ

車
方
の
施
設
を
取
払
う
よ
う
訴
か
し
い
で
し
よ
・
鬼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
な
は
ち
、
こ
の
水
利
権
を
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
法
二
八
○
条
に
い
う
、
地
役
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
に
基
づ
く
も
の
と
い
た
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
と
、
地
役
権
は
二
十
年
で
消
滅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
効
に
か
か
り
ま
す
か
ら
、
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
な
た
が
数
十
年
に
わ
た
っ
て
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
引
水
の
事
実
が
な
く
、
水
路

の
手
入
れ
な
ど
引
水
に
必
要
な

管
理
を
怠
っ
て
い
る
場
合
に
は

下
流
耕
作
者
に
消
滅
時
効
の
成

立
を
主
張
さ
れ
る
こ
と
が
考
へ

ら
れ
ま
す
（
民
法
一
六
七
条
お

よ
び
民
法
二
九
一
条
）
。

次
に
こ
の
水
利
権
を
慣
行
に
よ

る
場
合
と
し
ま
す
と
前
と
同
様

に
二
十
年
間
の
消
滅
時
効
に
か

か
る
と
す
る
考
へ
方
と
、
社
会

通
念
上
あ
な
た
が
水
利
権
を
放

棄
し
た
の
だ
と
考
へ
て
二
十
年

を
ま
た
な
く
て
も
、
水
利
権
は

消
滅
し
て
い
る
と
す
る
考
え
方

が
あ
冷
ま
す
。

話
合
い
が
っ
か
な
い
と
き
は
、

民
事
調
停
法
に
よ
る
農
事
調
停

を
地
方
裁
判
所
に
申
立
て
る
と

水
利
の
問
題
で
あ
っ
て
も
斡
旋

調
停
し
て
く
れ
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
法
と
は

ど
ん
な
制
度
か

さ
き
の
臨
時
国
会
で
生
別
の
母
皿
あ
る
子
。

←
子
幕
な
ど
に
た
い
す
る
「
墾
〔
支
給
額
〕
手
当
額
は
月
華

童
扶
養
手
当
法
（
十
一
月
二
十

九
日
法
律
第
百
三
十
八
号
）
が

成
立
し
て
十
二
月
一
日
か
ら
請

求
の
受
付
来
年
一
月
一
日
か
ら

手
当
て
の
支
給
を
始
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
母
子
世
帯
は

社
会
的
に
も
経
済
的
に
も
多
く

の
重
荷
を
背
負
い
恵
ま
れ
な
い

日
々
の
生
活
に
あ
え
い
で
い
る

の
が
実
情
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
こ
れ
ら
の
こ
ど
も
を
か

か
え
た
母
子
世
帯
の
生
活
を
こ

の
「
児
童
扶
養
手
当
」
に
よ
っ

て
援
助
し
こ
ど
も
の
し
あ
わ
せ

を
は
か
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す

制
度
の
主
も
な
内
容
は
つ
ぎ
の

と
お
り

〔
支
給
対
象
〕
次
の
い
つ
れ
か

に
該
当
す
る
十
六
才
未
満
の
義

わ
嚇
”
“
卸
麗
筆
”
”
“
轟
“
“
．
解
鴨
野
譜
鷲
帽
騨
龍
岬
…
雛
“
酬
琴
師
・
弧
引
”
茄
軌
”
”
“
”
”
”
・
π
濫
龍
品
“
銘
鋸
鱒
．
解
野
駈
藷
三
四
”
龍
朋
…
龍
”
一
敗
計
弧
即
“
沁
軌
”
瀞
鱒
”
瀞
”
餌
龍
”
”
龍
晶
“
穐
“
臨
・
罷
＝
駄
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驚
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籔
毒
、

マ灘鷺
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’西懸毒畷ぜ曝

　　ご　　　　　敷高燕

④学童ソフトボール

⑤婦人継走
展
室
室

卜
　
　
難

産
人
作

　
　
　
童

畜
婦
学

①
②
③
扁
子
。
⑥
そ
の
他
こ
れ

　
務
教
育
終
了
前
の
こ

幽
ど
も
を
扶
養
す
る
母

舶
又
は
そ
の
他
の
現
に

㎜
こ
ど
も
を
養
育
し
て

酬
い
る
者
に
た
い
し
支

開
給
す
る
。
①
父
と
母

一
が
離
婚
し
、
父
の
扶

隔
養
を
受
け
て
い
な
い

コ欝
㌔
懸
鍵
叫

㎜
身
体
障
害
者
で
あ
る

㎜
と
き
。
④
父
の
生
死

…
が
明
ら
か
で
な
い

一
子
。
⑤
父
が
一
年
置

コ
　
　
　
　
　
　
　
モ

朧
上
遺
棄
し
て
い
る

一

一
　
で

　
ら
に
準
ず
る
状
態
に

位
と
し
て
一
人
に
つ
き
八
百
円

二
人
の
と
き
は
千
二
百
円
と
し

三
人
以
上
で
あ
る
と
き
は
千
二

百
円
に
一
人
に
つ
き
二
百
円
を

加
算
し
た
額
と
す
る
。

〔
支
給
停
止
と
条
件
〕
つ
ぎ
の

場
合
に
は
支
給
し
な
い
。

①
扶
養
者
（
母
）
が
前
年
に
年

額
十
三
万
円
（
こ
ど
も
一
入
に

つ
き
三
万
円
を
加
算
す
る
）
以

上
の
所
得
が
あ
っ
た
と
き
。
②

扶
養
者
に
配
偶
者
が
あ
る
と
き

配
偶
者
の
所
得
に
つ
き
前
年
に

所
得
税
を
納
め
た
と
き
。
③
受

給
資
格
者
の
扶
養
義
務
者
が
前

年
に
標
準
世
帯
（
五
人
家
族
）

宮
崎
行
政
監
察
局

た
よ
り

行
政
に
対
す
る
不
平
不
満
は
申

し
出
で
て
下
さ
い
。

国
の
行
政
で
、
そ
の
取
扱
い
に

納
得
が
い
か
な
い
こ
と
、
不
公

平
な
取
扱
い
さ
れ
た
こ
と
、
公

務
の
不
親
切
、
行
き
過
ぎ
、
不

正
不
当
に
よ
り
迷
惑
を
う
け

た
こ
と
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
遠

慮
な
く
宮
崎
行
政
監
察
局
か
本

村
の
行
政
苦
情
園
圃
協
力
委
員

に
申
出
で
下
さ
い
。

宮
崎
行
政
監
察
局
は
宮
崎
市
別

府
町
ナ
一
で
す
。

本
村
の
仔
政
苦
情
相
談
協
力
委

員
は
福
瀬
の
田
辺
清
吉
さ
ん
で

す
。

で
五
十
万
円
で
い
ど
以
上
の
所

得
が
あ
っ
た
と
き
。
④
扶
養
者

が
こ
ど
も
の
扶
養
に
関
し
て
国

民
年
金
そ
の
他
の
公
的
年
金
な

ど
の
支
給
を
受
け
て
い
る
と
き

⑤
母
が
再
婚
し
た
と
き
。
⑥
こ

ど
も
が
児
童
福
祉
施
設
に
収
容

さ
れ
、
ま
た
は
里
親
に
委
託
さ

れ
て
い
る
と
き
。
な
ど
、

来
年
一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
分

は
三
月
に
支
給
す
る
が
、
そ
の

手
続
は
町
村
役
場
に
申
請
書
を

出
し
、
県
知
事
が
認
定
し
て
郵

便
局
の
窓
口
で
支
払
う
こ
と
に

な
る
わ
け
で
、
申
請
を
し
な
け

れ
ば
、
手
当
て
は
支
給
さ
れ
な

い
。
な
お
児
童
扶
養
手
当
に
つ

い
て
の
く
わ
し
い
こ
と
は
役
場

厚
生
係
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

中
学
生
は
親
を
ど
ん

な
に
見
て
い
る
か

◎
お
父
さ
ん
の
「
え
ら
い
な

　
あ
」
と
思
う
点

④
お
父
さ
ん
は
、
い
つ
も
早
起

き
し
、
病
気
を
し
な
い
で
、
よ

く
働
き
、
グ
チ
を
こ
ぼ
さ
な
い

＠
昔
は
大
好
き
だ
つ
た
酒
を
、

最
近
一
眠
も
飲
ま
な
い
。

⑳
母
が
け
ん
か
を
し
て
も
相
手

に
な
ら
な
い
。

㊥
他
人
の
事
を
い
や
と
い
わ
な

い
で
、
力
に
な
ら
う
と
す
る
。

◎
お
母
さ
ん
の
「
え
ら
い
な

　
あ
」
と
思
う
点

④
よ
く
働
き
、
が
ま
ん
強
い
。

㊥
と
て
も
辛
棒
強
く
、
仕
事
は

最
後
ま
で
や
る
。

⑳
何
か
買
う
時
、
自
分
の
物
は

が
ま
ん
し
、
ほ
か
の
者
に
買
っ

て
や
る
。

㊥
ひ
と
の
気
持
を
察
し
、
家
の

中
を
明
る
く
す
る
の
が
上
手
で

あ
る
。

㊨
き
ち
ょ
う
め
ん
で
、
き
れ
い

嬉
き
で
あ
る
。

㊦
父
に
叱
ら
れ
て
も
、
歯
を
喰

い
し
ば
っ
て
が
ま
ん
す
る
。

◎
お
父
さ
ん
の
な
お
し
て
も
ら

　
い
た
い
点

④
自
分
の
思
う
よ
う
に
な
ら
な

い
と
、
一
日
中
プ
ン
プ
ン
し
て

い
る
。

◎
父
の
叱
り
方
は
シ
ヤ
ク
に
さ

わ
る
こ
と
が
多
い
。

◎
約
束
を
守
ら
な
い
。

㊥
一
人
で
楽
し
む
く
せ
が
あ
る

㊥
も
っ
と
話
し
合
う
時
間
が
ほ

し
い
。

㊦
雨
が
降
っ
て
、
道
が
悪
い
と

言
っ
て
は
怒
り
、
村
に
何
か
あ

っ
て
も
怒
り
、
怒
り
つ
ぼ
く
て

し
ょ
う
が
な
い
。

㊦
も
っ
と
、
お
母
さ
ん
の
い
う

こ
と
を
聞
き
、
大
事
に
す
る
と

よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

◎
お
母
さ
ん
の
な
お
し
て
も
ら

　
い
た
い
点

④
グ
チ
が
多
す
ぎ
る
。
困
っ
た

こ
と
が
あ
れ
ば
、
家
族
会
議
を

開
い
て
相
談
す
れ
ば
よ
い
。

＠
世
間
を
、
も
っ
と
知
っ
て
ほ

し
い
。

⑳
お
つ
ち
よ
こ
ち
よ
い
で
、
し

ゃ
べ
り
す
ぎ
る
。

㊥
も
っ
と
教
養
を
身
に
つ
け
て

ほ
し
い
。

㊥
し
つ
こ
い
の
と
、
何
か
き
め

て
も
、
少
し
た
つ
と
、
す
ぐ
忘

れ
て
、
き
め
た
こ
と
は
な
い
と

い
ば
る
の
が
欠
点
。

㊦
何
々
を
買
っ
て
や
る
と
言
っ

て
お
き
な
が
ら
、
翌
日
に
な
る

と
、
い
つ
も
気
が
変
っ
て
し
ま

う
、
だ
か
ら
信
用
で
き
な
い
。

◇
今
年
も
十
二
月
が
訪
ず
れ
た

月
日
の
立
つ
の
は
誠
に
早
い
、

新
春
を
寿
い
だ
の
も
昨
日
今
日

の
よ
う
に
思
は
れ
る
の
に
。

「
鳥
兎
草
々
」
の
感
、
切
々
と

迫
っ
て
く
る
。

◇
古
く
か
ら
十
二
月
を
「
し
わ

す
」
と
言
っ
た
。
　
「
師
走
」
と

書
く
か
ら
、
生
活
が
の
ん
び
り

し
て
い
た
時
代
で
も
、
年
の
暮

れ
と
も
な
れ
ば
、
生
活
の
安
定

し
て
い
た
、
お
師
匠
さ
ん
も
、

小
走
り
す
る
心
の
忙
し
さ
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
「
師

走
」
の
語
源
の
よ
う
だ
。

◇
生
活
が
め
ま
ぐ
る
し
く
、
せ

ち
が
ら
い
現
代
で
は
十
二
月
ど

こ
ろ
か
毎
月
毎
月
が
「
師
走
」

の
感
が
す
る
。
こ
こ
に
も
月
日

の
流
れ
が
早
く
感
ぜ
ら
れ
る
一

つ
の
原
因
は
あ
る
か
も
知
れ
な

い
。

昔
も
今
も
地
球
の
公
転
に
は
変

り
は
無
い
の
だ
け
れ
ど
。

◇
部
落
文
化
祭
も
村
文
化
祭
も

所
期
の
目
的
を
達
し
て
終
る
こ

と
の
出
来
た
こ
と
は
同
慶
に
堪

え
な
い
。
し
か
し
仔
細
に
検
討

し
て
み
れ
ば
幾
多
の
問
題
が
あ

る
よ
う
だ
。

村
民
の
皆
様
の
率
直
な
声
が
き

き
た
い
。
ハ
ガ
キ
に
で
も
書
い

て
送
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚

だ
と
思
っ
て
い
る
。

◇
文
化
祭
は
村
民
の
文
化
祭
で

あ
る
か
ら
、
村
民
の
方
々
が
何

を
文
化
祭
に
求
め
て
い
る
か
を

知
っ
て
来
年
度
の
文
化
祭
を
企

画
し
て
、
そ
の
前
進
を
は
か
り

た
い
。

　
何
程
の
感
慨
も
な
く
暮
れ
に

　
け
り

，

　
㌧
r
、

㌧
O

［

，
癌
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